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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

仙

台

支

部

新
支
部
長
の
抱
負

　支
部
長

　畠
山
こ
ず
ゑ

元
号
も
平
成
か
ら
令
和
に

変
わ
り
新
し
い
時
代
の
始
ま

り
と
と
も
に
、
仙
台
支
部
も

今
年
五
月
の
総
会
に
お
い

て
、
支
部
長
交
代
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

仙
台
支
部
は
、
設
立
か
ら

三
周
年
と
ま
だ
ま
だ
よ
ち
よ

ち
歩
き
の
新
米
支
部
で
す

が
、
大
変
明
る
く
斬
新
的
な

発
想
と
熱
い
思
い
を
持
っ
た

方
々
の
集
ま
り
で
あ
り
、
人

財
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま
す
。

前
支
部
長
の
鈴
木
忠
雄
氏

は
、
人
格
円
満
で
見
識
が
高

く
多
く
の
方
か
ら
慕
わ
れ
た

方
で
あ
り
、
設
立
準
備
か
ら

今
日
ま
で
大
変
な
時
期
に
お

い
て
、善
行
の
和
の
拡
充
に「
熱

意
と
思
い
や
り
」
を
も
っ
て
ご

尽
力
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
仙
台
支
部
の
顧

問
と
し
て
、
引
き
続
き
ご
指

導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
私
も
こ

の
思
い
を
会
員
の
皆
様
と
共

に
受
け
継
ぎ
、「
熱
意
と
思
い

や
り
」
を
も
っ
て
積
極
的
に

活
動
し
、
微
力
な
が
ら
社
会

の
為
に
貢
献
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
前
任
者
に
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
府
支
部

新
支
部
長
の
抱
負

  

支
部
長
就
任
に　あ

た
っ
て

　支
部
長

　寺
村

　貞
之

こ
の
た
び
、
京
都
府
支
部

初
代
支
部
長
福
原
洋
氏
の
勇

退
を
受
け
て
支
部
長
を
拝
命

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

京
都
府
支
部
発
足
以
来
福
原

氏
の
下
で
事
務
局
長
と
し
て

支
部
運
営
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
の
で

新
任
の
支
部
長
と
し
て
特
に

目
新
し
い
活
動
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
支
部
会
員
の
増

強
の
た
め
に
よ
り
多
く
の
善

行
表
彰
者
の
推
薦
を
行
わ
し

て
頂
く
と
と
も
に
、
善
行
会

運
動
を
よ
り
多
く
の
組
織
・

団
体
の
皆
様
に
認
知
し
て
頂

く
た
め
の
活
動
を
展
開
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
京
都
府
及
び
京

都
市
の
行
政
窓
口
と
の
連
携

を
図
る
と
共
に
、
京
都
府
内

の
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ア
組
織
・

団
体
指
導
者
の
善
行
会
京
都

支
部
委
員
へ
の
招
請
を
模
索

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
従
来
以
上
の

令
和
元
年
九
月
十
三
日

（
金
）、
令
和
元
年
度
一
般

社
団
法
人
日
本
善
行
会
第
二

回
理
事
会
が
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
翡
翠
の
間
に
て
開
催

さ
れ
た
。

午
前
十
時
半
相
澤
副
会
長

の
司
会
に
よ
り
開
会
。
出
席

者
理
事
二
十
名
、
監
事
三
名

合
計
二
十
三
名
が
出
席
し
、

本
会
定
款
の
定
め
に
よ
り
、

定
足
数
を
満
た
し
本
理
事
会

は
成
立
。

勝
野
会
長
の
挨
拶
後
、
定

款
の
定
め
に
よ
り
議
事
録
署

名
人
に
会
長
及
び
監
事
を
指

名
し
議
事
に
入
る
。　

　
第
一
号
議
案
の

　
　《
ご
接
見
》

　
　
　
　に
つ
い
て

勝
野
会
長
か
ら
の
説
明

が
あ
り
、
質
疑
が
行
わ
れ
、

全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。第

二
号
議
案
の

　《
新
支
部
設
立
》

　
　
　
　に
つ
い
て

勝
野
会
長
か
ら
の
説
明
が

あ
り
、
質
疑
が
行
わ
れ
、
全

員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案
の

《
会
員
増
の
支
部
へ

　
　
　の
還
付
等
》

　
　
　
　に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
の
説
明
が
あ

り
、
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
員

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

議
案
終
了
後
、
意
見
交
換

が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

令
和
元
年
度

第
二
回
理
事
会報

告

令和元年度

全国支部長

会を開催

令
和
元
年
九
月
十
三
日

（
金
）、
午
後
十
二
時
十
五
分

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
瑠

璃
西
の
間
に
て
、本
会
理
事
・

監
事
及
び
支
部
長
五
十
名
が

出
席
し
、
全
国
支
部
長
会
が

開
催
さ
れ
た
。

勝
野
会
長
の
挨
拶
後
、
相

澤
副
会
長
の
司
会
進
行
で
、

理
事
・
監
事
・
支
部
長
紹
介

の
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

山
下
副
会
長
の
理
事
会
の

報
告
の
後
、
高
田
副
会
長
が

議
長
と
な
り
、
意
見
交
換
に

移
り
、
各
支
部
の
活
動
や
諸

問
題
等
に
つ
い
て
、
順
次
発

言
が
行
わ
れ
た
。

行
政
と
地
域
の
連
携
、
交

通
安
全
折
り
鶴
運
動
、
若
い

人
へ
の
声
掛
け
、
会
員
の
高

齢
化
と
減
少
、後
継
者
問
題
、

会
員
増
強
の
努
力
な
ど
多
く

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
貴
重
な

意
見
交
換
の
場
と
な
っ
た
。

終
了
後
、
別
室
で
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
和
や
か
な
交

流
が
行
わ
れ
た
。

本
部
の
ご
支
援
を
得
て
支
部

活
動
の
充
実
発
展
に
努
め
た

い
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

先
の
前
全
国
支
部
長
の
会
議

で
も
各
支
部
の
色
々
の
取
組

は
非
常
に
参
考
に
な
る
と
共

に
、
新
人
の
支
部
長
に
も
刺

激
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
す
ぐ
に
は
我
々
の

支
部
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
一
歩

ず
つ
支
部
活
動
の
充
実
に
務

め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
全
国
各
支
部
の
皆
様

の
情
報
提
供
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。




